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 奨
しょう

学
がく

金
きん

〔重
じゅう
要
よう
〕

奨
しょうがくきんせいど

学金制度について

　国
こく
際
さい
部
ぶ
で取

とり
扱
あつか
っている私

し
費
ひ
外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅ
学
うが
生
くせい
のみを対

たい
象
しょう
とした奨

しょう
学
がく
金
きん
制
せい
度
ど
には、次

つぎ
の

３ 種
しゅ
類
るい
があります。

〈奨
しょう
学
がく
金
きん
の種
しゅ
類
るい
〉

１ 　学
がく
内
ない
奨
しょ
学
うが
金
くきん
　

　私
し
費
ひ
外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅ
学
うが
生
くせい
のみを対

たい
象
しょう
として関

かん
西
さい
大
だい
学
がく
が給
きゅう
付
ふ
する奨

しょう
学
がく
金
きん
が ２ 種

しゅ
類
るい
あります。

それぞれの給
きゅう
付
ふ
期
き
間
かん
は １ 年

ねん
間
かん
であり、関

かん
西
さい
大
だい
学
がく
に在
ざい
学
がく
し、在

ざいり
留
ゅう
資
し
格
かく
「留
りゅう
学
がく
」を有

ゆう
し

ている者
もの
で、学

がくぎ
業
ょう
成
せい
績
せき
が優
ゆう
秀
しゅう
でありながら経

けい
済
ざい
的
てき
に就
しゅう
学
がく
困
こん
難
なん
な学
がく
生
せい
が対
たいしょう
象となりま

す。給
きゅう
付
ふ
金
きん
額
がく
や選
せん
考
こう
条
じょ
件
うけん
は学
がく
部
ぶ
により異

こと
なります。博

はく
士
し
課
か
程
てい
後
こう
期
き
課
か
程
てい
の学
がく
生
せい
は、標

ひょう

準
じゅんしゅうぎょうねんげん
修業年限の期

き
間
かん
中
ちゅう
は全
ぜん
員
いん
に給
きゅう
付
ふ
されます。

①　私
し
費
ひが
外
いこ
国
くじ
人
んり
留
ゅう
学
がく
生
せい
入
にゅ
学
うが
前
くま
予
えよ
約
やく
奨
しょ
学
うが
金
くきん
（新
しんに
入
ゅう
生
せい
対
たい
象
しょう
）

　関
かん
西
さい
大
だい
学
がく
へ入
にゅう
学
がく
する者

もの
を対
たい
象
しょう
とした奨

しょう
学
がく
金
きん
です。入

にゅう
学
がく
試
し
験
けん
の成
せい
績
せき
等
とう
をもとに

入
にゅうがくまえ
学前に選

せん
考
こう
し、通

つう
知
ち
します。

②　私
し
費
ひが
外
いこ
国
くじ
人
んり
留
ゅう
学
がく
生
せい
奨
しょ
学
うが
金
くきん
（ ２ 年

ねん
次
じ
生
せい
以
いじ
上
ょう
対
たい
象
しょう
）

　 ２年
ねん
次
じ
生
せい
以
い
上
じょう
を対
たい
象
しょう
とした奨

しょう
学
がく
金
きん
です。毎

まい
年
ねん
度
ど
募
ぼ
集
しゅう
を行
おこな
い、学

がくぎ
業
ょう
成
せい
績
せき
をもと

に選
せん
考
こう
し、決

けっ
定
てい
します。春

はる
採
さい
用
よう
は ６ 月

がつ
中
ちゅう
旬
じゅん
〜下

げ
旬
じゅん
に個

こ
人
じん
伝
でん
言
ごん
で通
つう
知
ち
予
よ
定
てい
。秋
あき
採
さい

用
よう
は11月

がつ
中
ちゅう
旬
じゅん
～下

げ
旬
じゅん
に個

こ
人
じん
伝
でん
言
ごん
で通
つう
知
ち
予
よ
定
てい
。

　給
きゅう
付
ふ
金
きん
額
がく
や選

せん
考
こう
条
じょ
件
うけ
等
んとう
の詳
しょう
細
さい
は、国

こく
際
さい
部
ぶ
ウェブサイト（https://www.kansai- 

u.ac.jp/Kokusai/from/support.php）をご覧
らん
ください。

２　学
がく
外
がい
奨
しょ
学
うが
金
くきん
（大
だい
学
がく
推
すい
薦
せん
によるもの）

　外
がい
部
ぶ
の財
ざい
団
だん
等
とう
が給
きゅう
付
ふ
する奨

しょう
学
がく
金
きん
で、関

かん
西
さい
大
だい
学
がく
から推

すい
薦
せん
するものです。関

かん
西
さい
大
だい
学
がく
の

正
せい
規
き
課
か
程
てい
に在

ざい
籍
せき
し、在

ざい
留
りゅ
資
うし
格
かく
「留
りゅう
学
がく
」を取

しゅ
得
とく
していることが条

じょう
件
けん
となります。

　奨
しょう
学
がく
金
きん
の募

ぼし
集
ゅう
案
あん
内
ない
や推
すい
薦
せん
は、以

い
下
か
の流
なが
れになります。

（1）学
がく
外
がい
奨
しょ
学
うが
金
くきん
の募
ぼし
集
ゅう
案
あん
内
ない

　奨
しょう
学
がく
財
ざい
団
だん
等
とう
より国

こく
際
さい
部
ぶ
に募

ぼ
集
しゅう
の案
あん
内
ない
が届
とど
きましたら、募

ぼし
集
ゅう
概
がい
要
よう
（奨
しょう
学
がく
金
きん
名
めい
称
しょう
、

金
きん
額
がく
および募

ぼし
集
ゅう
人
にん
数
ずう
等
とう
）をインフォメーションシステムの個

こ
人
じん
伝
でん
言
ごん
で連
れん
絡
らく
します。

https://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/from/support.php
https://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/from/support.php
https://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/from/support.php
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奨学金

募
ぼし
集
ゅう
概
がい
要
よう
をよく確

かく
認
にん
したうえで、推

すい
薦
せん
を希

き
望
ぼう
する場

ば
合
あい
は、必

ひつ
要
よう
な情
じょう
報
ほう
をアンケー

トフォームに登
とう
録
ろく
のうえ、国

こく
際
さい
部
ぶ
に申
しん
請
せい
をしてください。

　募
ぼ
集
しゅう
は奨
しょう
学
がく
金
きん
毎
ごと
に実
じっ
施
し
しますので、都

つ
度
ど
、アンケートフォームへ必

ひつ
要
よう
情
じょ
報
うほう
の登
とう

録
ろく
が必
ひつ
要
よう
です。

（2）推
すい
薦
せん
候
こう
補
ほ
者
しゃ
の決
けっ
定
てい

　国
こく
際
さい
部
ぶ
に申
しん
請
せい
を行
おこな
った学

がく
生
せい
の中
なか
から、各

かく
奨
しょ
学
うが
金
くきん
の応
おう
募
ぼ
要
よう
件
けん
を満

み
たす学

がく
生
せい
につい

て、学
がくぎ
業
ょう
成
せい
績
せき
をもとに推

すい
薦
せん
順
じゅ
位
んい
を決
けっ
定
てい
します。なお、一

いち
部
ぶ
の奨
しょう
学
がく
金
きん
においては、

推
すい
薦
せん
候
こう
補
ほ
者
しゃ
に学
がく
内
ない
面
めん
接
せつ
を実
じっ
施
し
する場

ば
合
あい
があります。

（3）推
すい
薦
せん
候
こう
補
ほ
者
しゃ
への連

れん
絡
らく

　推
すい
薦
せん
候
こう
補
ほ
者
しゃ
へは、インフォメーションシステムの個

こ
人
じん
伝
でん
言
ごん
で連
れん
絡
らく
します。国

こく
際
さい

部
ぶ
からの連

れん
絡
らく
後
ご
、一
いっ
定
てい
期
き
間
かん
返
へん
信
しん
がない場

ば
合
あい
には、推

すい
薦
せん
を辞

じ
退
たい
したとみなしますの

で、インフォメーションシステムは定
てい
期
き
的
てき
に確
かく
認
にん
してください。

※2025年
ねん
度
ど
に募
ぼし
集
ゅう
案
あん
内
ない
のあった奨

しょう
学
がく
金
きん
については、61ページ以

い
降
こう
の一
いち
覧
らん
をご覧

らん
く

ださい。
　ただし、推

すい
薦
せん
条
じょ
件
うけん
や受
じゅき
給
ゅう
金
きん
額
がく
等
とう
は年
ねん
度
ど
により異

こと
なる場

ば
合
あい
があります。

３　学
がく
外
がい
奨
しょう
学
がく
金
きん
（公

こ
募
うぼ
によるもの）

　外
がい
部
ぶ
の財

ざい
団
だん
等
とう
が給
きゅう
付
ふ
する奨

しょう
学
がく
金
きん
で、学

がく
生
せい
が個

こ
人
じん
で応
おう
募
ぼ
するものです。国

こく
際
さい
部
ぶ
に案
あん

内
ない
のあった奨

しょう
学
がく
金
きん
については、応

おう
募
ぼ
方
ほう
法
ほう
の詳
しょう
細
さい
をインフォメーションシステムを通

つう

じて周
しゅう
知
ち
します。その他

た
、学
がく
生
せい
自
じ
身
しん
が奨
しょう
学
がく
金
きん
の情
じょう
報
ほう
を収
しゅう
集
しゅう
して応

おう
募
ぼ
することも可

か
能
のう

です。個
こ
人
じん
で応
おう
募
ぼ
した場

ば
合
あい
は、国

こく
際
さい
部
ぶ
に報
ほう
告
こく
してください。

※�2025年
ねん
度
ど
に公
こう
募
ぼ
を行
おこな
った奨

しょう
学
がく
金
きん
については、68ページ以

い
降
こう
の一
いち
覧
らん
をご覧

らん
くださ

い。
　ただし、推

すい
薦
せん
条
じょう
件
けん
や受
じゅ
給
きゅう
金
きん
額
がく
等
とう
は年
ねん
度
ど
により異

こと
なる場

ば
合
あい
があります。

その他
た

　私
し
費
ひが
外
いこ
国
くじ
人
んり
留
ゅう
学
がく
生
せい
に限
かぎ
らず、すべての関

かん
西
さい
大
だい
学
がく
学
がく
生
せい
が対
たい
象
しょう
となる奨

しょう
学
がく
金
きん
もありま

す。詳
しょう
細
さい
は奨
しょう
学
がく
支
し
援
えん
グループウェブサイト（https://www.kansai-u.ac.jp/scholarship/）

をご確
かく
認
にん
ください。

https://www.kansai-u.ac.jp/scholarship/
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○学
がく

外
がい

奨
しょ

学
うが

金
くきん
（大

だい
学
がく

推
すい

薦
せん

によるもの）の
出
しゅ

願
つがん

から受
じゅきゅうしゅうりょう

給終了までのながれ
国
こく
際
さい
部
ぶ

外
がい
国
こく
人
じん
留
りゅ
学
うが
生
くせい
　

推
すい
薦
せん
を希

き
望
ぼう

する場
ば
合
あい

①募
ぼし
集
ゅう
案
あん
内
ない

インフォメーションシステムの個
こ
人
じん
伝
でん
言
ごん
で

奨
しょ
学
うが
金
くきん
の募
ぼし
集
ゅう
概
がい
要
よう
を連
れん
絡
らく

③選
せん
考
こう

奨
しょ
学
うが
金
くきん
の条
じょう
件
けん
および学

がくぎ
業
ょう
成
せい
績
せき
をもとに

推
すいせ
薦
んじ
順
ゅん
位
い
を決
けっ
定
てい

④連
れん
絡
らく

推
すい
薦
せん
候
こう
補
ほ
者
しゃ
へ推
すい
薦
せん
決
けっ
定
てい
の連
れん
絡
らく

⑤説
せつ
明
めい
会
かい

推
すい
薦
せん
候
こう
補
ほ
者
しゃ
に対
たい
して、

出
しゅ
願
つが
書
んし
類
ょるい
や今
こん
後
ご
の流
なが
れを説

せつ
明
めい

⑦結
けっ
果
かは
発
っぴ
表
ょう

インフォメーションシステムの個
こ
人
じん
伝
でん
言
ごん
で

奨
しょ
学
うが
金
くきん
の推
すい
薦
せん
結
けっ
果
か
を連
れん
絡
らく

②登
とう
録
ろく

奨
しょ
学
うが
金
くき
申
んし
請
んせい
に必
ひつ
要
よう
な情
じょう
報
ほう
を

フォームに入
にゅう
力
りょく
する。

⑥推
すい
薦
せん

出
しゅつ
願
がん
書
しょ
類
るい
を作
さく
成
せい
し、

国
こく
際
さい
部
ぶ
を通
つう
じて奨

しょう
学
がく
財
ざい
団
だん
等
とう
へ提
ていし
出
ゅつ

⑧受
じゅ
給
きゅ
手
うて
続
つづ
き

国
こく
際
さい
部
ぶ
を通
つう
じて、奨

しょう
学
がく
金
きん
の受
じゅ
給
きゅう
に

必
ひつ
要
よう
な口
こう
座
ざじ
情
ょう
報
ほう
や奨
しょう
学
がく
財
ざい
団
だん
等
とう
への

御
お
礼
れい
状
じょう
を提
てい
出
しゅつ
　

　⑨受
じゅき
給
ゅう
中
ちゅう
　

・国
こく
際
さい
部
ぶ
にて在

ざい
籍
せき
確
かく
認
にん
のサイン

・�奨
しょう
学
がく
財
ざい
団
だん
等
とう
の行
ぎょう
事
じ
参
さん
加
か
、学
がくし
習
ゅう
報
ほう

告
こく
書
しょ
の提
てい
出
しゅつ
　

　（奨
しょう
学
がく
金
きん
の種
しゅ
類
るい
によって異

こと
なる）

　⑩受
じゅき
給
ゅう
終
しゅ
了
うり
後
ょうご
　

御
お
礼
れい
状
じょう
や報
ほう
告
こく
書
しょ
等
とう
を作
さく
成
せい
し、

国
こく
際
さい
部
ぶ
を通
つう
じて奨

しょう
学
がく
財
ざい
団
だん
等
とう
へ提
ていし
出
ゅつ

受
じゅ
給
きゅ
開
うか
始
いし
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奨学金

【参
さん
考
こう
】2025年

ねん
度
ど
　奨
しょう
学
がく
金
きん
一
いち
覧
らん

　2025年
ねん
度
ど
に推
すい
薦
せん
・募

ぼ
集
しゅう
を行
おこな
った奨

しょう
学
がく
金
きん
一
いち
覧
らん
です。

　推
すい
薦
せん
条
じょ
件
うけん
や受
じゅき
給
ゅう
金
きん
額
がく
等
とう
は年
ねん
度
ど
により異

こと
なる場

ば
合
あい
があります。

①学
がく
内
ない
奨
しょ
学
うが
金
くきん
　

・私費外国人留学生入学前予約奨学金
奨学金額（円） 入学年度、学部・研究科により異なる 支給期間 １年間

対象資格

・日本以外の国籍を有するもの
・学部・大学院（ １年次）
　※博士課程後期課程は原則として全員に給付する。
・新入生のうち、学業成績が優秀でありながら経済的に就学困難なもの
・在留資格「留学」を有するもの

他の奨学金との
併給可否

学内奨学金：不可
学外奨学金：可 対象者通知時期 入学試験

合格発表後
2025年度　実績 採用人数　学部：30名　大学院：52名 ※入学年度、学部・研究科により異なる

・私費外国人留学生奨学金
奨学金額（円） 入学年度、学部・研究科により異なる 支給期間 １年間

対象資格

・日本以外の国籍を有するもの
・学部・大学院（ ２年次以上）
　※博士課程後期課程は原則として全員に給付する。
・ ２年次以上のうち、学業成績が優秀でありながら経済的に就学困難なもの
・在留資格「留学」を有するもの

他の奨学金との
併給可否

学内奨学金：不可
学外奨学金：可 対象者通知時期 春学期： ６月

秋学期：11月
2025年度　実績 採用人数　学部：104名　大学院：106名 ※入学年度、学部・研究科により異なる

②学
がく
外
がい
奨
しょ
学
うが
金
くきん
（大
だい
学
がく
推
すい
薦
せん
によるもの）

・（公財）西村奨学財団

奨学金額（円） 月額：130,000 支給期間

学部・博士前期：
　最短修業年限内（最長 ２年間）
博士後期：
　最短修業年限内（最長 ３年間）

応募資格

・南西アジア、東南アジア、東アジア諸国及び地域
・学　　部（ ３年次）
　博士前期（ １年次）
　博士後期（ １年次）
・大阪府内に住所を有するもの

他の奨学金との
併給可否 ・併給不可（学内奨学金は可） 募集時期 ４月頃

2025年度　実績 募集人数　学部 １名・大学院 １名 採用人数　学部 １名・大学院 １名
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・朝鮮奨学会

奨学金額（円）

学　　部：月額25,000
博士前期：月額40,000
専 門 職：月額40,000
博士後期：月額70,000

支給期間 １年間
※継続応募者は個人応募可能

応募資格

・韓国・朝鮮
・学　部　30歳未満
　大学院　40歳未満（法科大学院の未修コース、その他 ３年制修士課程は、 ２年次以上。）
　※年齢は支給年度の ４月 １日時点

他の奨学金との
併給可否 可 募集時期 ４月頃

2025年度　実績 募集人数　学部 ２名・大学院 １名 採用人数　学部 １名・大学院 ０名

・（公財）山本猛夫記念奨学基金
奨学金額（円） 月額：30,000 支給期間 最短修業年限内

応募資格 ・アジア諸国からの地域
・学部

他の奨学金との
併給可否 可 募集時期 ４月頃

2025年度　実績 募集人数　学部 １名 採用人数　学部 ０名

・ナインティナイン・アジア留学生奨学基金

奨学金額（円） 月額：50,000 支給期間

最短修業年限内
学　　部　最長 ４年間
博士前期　最長 ２年間
博士後期　最長 ３年間

応募資格
・アジア諸国からの地域
・理工系の学部または大学院
・仕送り月額 ９万円以下

他の奨学金との
併給可否 選考基準により可能な場合あり 募集時期 春採用： ４月頃

秋採用：10月頃
2025年度　実績 募集人数　大学院 ２名 採用人数　大学院 ２名

・（公財）日本国際教育支援協会　JEES 留学生奨学金（少数受入国）

奨学金額（円） 月額：40,000 支給期間 推薦を受ける大学での在籍期間中
最長 ２年間

応募資格 ・財団が指定する国籍（少数受入国）
・受給期間が １年以上見込めるもの

他の奨学金との
併給可否

併給可
（他から受ける奨学金等受給年額合計が60万
円以下のみ）

募集時期 ４月頃
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奨学金

・（独）日本学生支援機構　文部科学省外国人留学生学習奨励費（入学前予約）

奨学金額（円） 月額：48,000 支給期間
１年間
（一部例外あり）
※秋採用は ６ヶ月間

応募資格

・日本以外の国籍を有するもの
・日本学生支援機構より予約決定通知を受けたもの
・学　　部 １年次
　博士前期 １年次
　博士後期 １年次

他の奨学金との
併給可否 可 募集時期

2025年度　実績 募集人数　なし 春採用　34名
秋採用　 ０名（学部）

・（独）日本学生支援機構　文部科学省外国人留学生学習奨励費（渡日前）

奨学金額（円） 月額：48,000 支給期間
１年間
（一部例外あり）
※秋採用は ６ヶ月間

応募資格

・日本以外の国籍を有するもの
・渡日せずに入試を受けたもの
・学部 ２～ ４年次
　大学院

他の奨学金との
併給可否 可 募集時期

2025年度　実績 募集人数　なし 春採用　学部 ３名・大学院 １名
秋採用　大学院 ２名

・（独）日本学生支援機構　文部科学省外国人留学生学習奨励費（就職促進教育）

奨学金額（円） 月額：48,000 支給期間 １年間
（一部例外あり）

応募資格

・日本以外の国籍を有するもの
・留学生就職促進教育プログラム参加者
・学部 ２～ ４年次
　大学院

他の奨学金との
併給可否 可 募集時期

2025年度　実績 募集人数　13名 春採用　13名

・（独）日本学生支援機構　高度外国人材育成課程履修支援制度

奨学金額（円） 月額：20,000 支給期間 １年間
（一部例外あり）

応募資格

・日本以外の国籍を有するもの
・留学生就職促進教育プログラム参加者
・学　　部　 ２～ ４年次
　博士前期　 １年次

他の奨学金との
併給可否 可 募集時期 ４月頃

2025年度　実績 募集人数　25名 春採用　22名
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・（公財）日本国際教育支援協会　JEES 留学生奨学金（修学）
奨学金額（円） 月額：40,000 支給期間 最長 ２年間

応募資格
・日本以外の国籍を有するもの
・学　部（ ２年次以上）
　大学院

他の奨学金との
併給可否

併給可
（他から受ける奨学金等受給年額が60万円以
下の場合）

募集時期 ４月頃

2025年度　実績 募集人数　 １名 採用人数　 １名

・（公財）日本国際教育支援協会　JEES 日本語修学支援奨学金
奨学金額（円） 月額：50,000 支給期間 在籍期間中最長 ２年間

応募資格
・日本以外の国籍を有するもの
・�協会指定年度に日本国内で実施した日本語能力試験N １ またはN ２ を受験し、優秀な成績を修め、
合格したもの

他の奨学金との
併給可否

併給可
（他から受ける奨学金等受給年額合計が60万
円以下のみ）

募集時期 ４月頃

2025年度　実績 募集人数　 ２名 採用人数　 ２名

・北大阪振興奨学金
奨学金額（円） 月額：30,000 支給期間 １年間
応募資格 ・台湾

他の奨学金との
併給可否 可 募集時期 ４月頃

2025年度　実績 募集人数　 ３名 採用人数　 ３名

・両袖清風奨学金
奨学金額（円） 月額：25,000 支給期間 １年間
応募資格 ・中国

他の奨学金との
併給可否 可 募集時期 ４月頃

2025年度　実績 募集人数　学部 １名・大学院 １名 採用人数　学部 １名・大学院 １名

・村井シークス財団
奨学金額（円） 月額：100,000 支給期間 原則 １年

応募資格 ・�ASEAN加盟国（インドネシア・カンボジア・シンガポール・タイ・フィリピン・ブルネイ・ベトナ
ム・マレーシア・ミャンマー・ラオス）の国籍

他の奨学金との
併給可否

貸与型奨学金：併用可
給付型奨学金：�併用不可（ただし、海外留学

支援の奨学金は併用可）
学内奨学金：要確認

募集時期 ４月頃

2025年度　実績 募集人数　 ５名 採用人数　 ２名
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奨学金

・（公財）食生活研究会
奨学金額（円） 100万円以内／年 支給期間 原則 １年
応募資格 ・食に関する人文科学及び自然科学等の勉学に取り組む海外からの留学生（学部生・大学院生対象）

他の奨学金との
併給可否 国費以外の奨学金併給可 募集時期 ６月頃

2025年度　実績 募集人数　 １名 採用人数　 ０名

・（公財）市川国際奨学財団

奨学金額（円） 学　部：月額120,000
大学院：月額150,000 支給期間 春採用： ２年間

秋採用： １年間

応募資格
・アジア諸国からの地域
・春：大学院（35歳未満）
　秋：学部（30歳未満）

他の奨学金との
併給可否

不可
（学内奨学金は可） 募集時期 春採用： １月

秋採用： ８月
2025年度　実績 募集人数　（春） ４名・（秋） ４名〜 ５名 採用人数　（春） ３名・（秋） ４名

・（公財）ロータリー米山記念奨学金

奨学金額（円） 学　部：月額100,000
大学院：月額140,000 支給期間 最短修業年限内

応募資格

・日本以外の国籍を有するもの
・学　　部（ ３年次、 ４年次）
　博士前期（ １年次、 ２年次（ ３年コース））
　博士後期（ ２年次）
　※応募時に45歳未満のもの

他の奨学金との
併給可否

併給不可
（学内奨学金年額576,000円未満は可） 募集時期 ８月頃

2025年度　実績
募集人数
10名（千里山・高槻・高槻ミューズキャンパス）
３名（堺キャンパス）

採用人数　学部 ２名・大学院 ５名

・（公財）平和中島財団

奨学金額（円） 学　部：月額120,000
大学院：月額150,000 支給期間 １年間

応募資格

・日本以外の国籍を有するもの
　※�学部 ４年次で大学院に、博士前期（ ２年次、 ３年次（ ３年コース）で博士後期課程の同一大学に進
学するもの

　※但し、応募時及び受給開始時に同一大学の正規課程に在籍するもの
他の奨学金との
併給可否

併給不可（授業料減免又はそれを目的とする
学内奨学金は可） 募集時期 ９月頃

2025年度　実績 募集人数　学部 １名・大学院 １名 採用人数　学部 ０名・大学院 ０名
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・（公財）大遊協国際交流・援助・研究協会

奨学金額（円） 学　部：月額50,000
大学院：月額70,000 支給期間 １年間（ ２年目以降は継続推薦書提出後、

面談の上決定）

応募資格
・日本以外の国籍を有するもの
・学部（ １年次）、大学院（ １年次）
・大阪府内に住所を有するもの

他の奨学金との
併給可否

併給不可
（学内奨学金は可） 募集時期 ９月頃

2025年度　実績 募集人数　学部 １名・大学院 １名 採用人数　学部 ０名・大学院 ０名

・（公財）大塚敏美育英奨学財団

奨学金額（円） 200万/年、150万/年もしくは100万/年
（財団選考委員会による評価に応じて決定） 支給期間 １年間

応募資格

・日本以外の国籍を有するもの
・大学院生　満38歳以下　※年齢は支給年度の ４月 １日時点
・応募時点で滞日期間が ７年を超えない人
・�経営学、工学（ただし医学・薬学に関連の深い分野に関する研究をしているもの）、データサイエン
ス（文系・理系を問わず医歯薬学・工学・経営学のいずれかの分野でデータサイエンスに関する研究
をしているもの）
・奨学期間中に合計40日以上（出発日を含む）日本を離れない人（交換留学・旅行・一時帰国含む）
・�書類選考・面接・内定（ ３ 月中旬頃）・面接（ ２ 月頃の予定ですが、変更する場合もあり）・認定式
（ ７月～ ８月頃の予定ですが、変更する場合もあり）の時点で必ず日本国内にいる人
・標準修業年限内での修了が見込める人

他の奨学金との
併給可否 不可 募集時期 10月頃

2025年度　実績 募集人数　大学院 ５名 採用人数　大学院 ３名

・（公財）寺浦さよ子記念奨学会
奨学金額（円） 月額：100,000 支給期間 １年間
応募資格 ・日本以外の国籍を有するもの

他の奨学金との
併給可否 併給可 募集時期 11月頃

2025年度　実績 募集人数　 ２名 採用人数　学部 １名・大学院 １名

・（一財）共立国際交流奨学財団奨学金
奨学金額（円） 月額：110,000 支給期間 １年間

応募資格
・アジア諸国
・学部・博士課程（在籍残期間が最低 １年以上のもの）
・財団主催の日本研修会に必ず参加するもの（夏・冬）

他の奨学金との
併給可否 併給不可 募集時期 11月頃

2025年度　実績 募集人数　学部 １名・大学院 １名 採用人数　 ０名
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奨学金

・（株）共立メンテナンス奨学基金奨学金・ヤングスチール株式会社奨学金
奨学金額（円） 月額：70,000 支給期間 １年間

応募資格
・アジア諸国
・学部（在籍残期間が １年以上のもの）
・財団の判断で（一財）共立国際交流奨学財団奨学金が割り当てられることがある

他の奨学金との
併給可否 他奨学金が月額 ５万円以下なら可 募集時期 11月頃

2025年度　実績 募集人数　 １名 採用人数　 ０名

・（公財）日本国際教育支援協会　豊田通商留学生奨学金
奨学金額（円） 月額：100,000 支給期間 在籍期間中最長 ２年間

応募資格

・日本以外の国籍を有するもの
　（南アジア、東南アジア、アフリカ出身者を優先）
・学　　部（ ３年次、 ４年次）
　博士前期（ １年次、 ２年次）
　博士後期（ １年次～ ３年次）

他の奨学金との
併給可否

併給可（他から受ける奨学金等受給年額合計
が60万円以下のみ） 募集時期 11月頃

2025年度　実績 募集人数　 ２名 採用人数　 ０名

・（公財）加藤朝雄国際奨学財団

奨学金額（円） 博士前期：月額130,000
博士後期：月額150,000 支給期間 ２年間

（最短修業年限の修了月まで）

応募資格

・アジア諸国の国籍を有するもの
・博士前期（30歳未満）
・博士後期 ２年次・ ３年次（35歳未満）
・修士号または博士号を標準修業年限内に取得する見込みのあるもの

他の奨学金との
併給可否

不可
（授業料減免またはそれを目的とする学内奨
学金は可）

募集時期 11月頃

2025年度　実績 募集人数 採用人数

・（公財）安田奨学財団（一般枠）
奨学金額（円） 月額：100,000 支給期間 ３年間（最長）

応募資格 ・学部（ ２年次）
・法学部・経済学部・商学部

他の奨学金との
併給可否

不可
（（独）日本学生支援機構の奨学金は除く） 募集時期 12月頃

2025年度　実績 募集人数　 ６名（各学部 ２名） 採用人数　 １名
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・（公財）SGH奨学財団

奨学金額（円）
学　　部：月額120,000
博士前期：月額120,000
博士後期：月額180,000

支給期間 ２年間
※学部 ２年次のみ ３年間

応募資格

・ASEAN（東南アジア諸国連合）加盟国
・学部（ ２年次、 ３年次）27歳未満、博士前期（ １年次）35歳未満、博士後期（ ２年次）35歳未満
　※年齢は支給年度の ４月 １日時点
・春学期入学者

他の奨学金との
併給可否 不可 募集時期 １月頃

2025年度　実績 募集人数　学部 １名・大学院 ３名 採用人数　 ０名

・（公財）日本国際教育支援協会　石橋財団奨学金
奨学金額（円） 月額：150,000 支給期間 在籍期間中最長 ２年間

応募資格
・日本以外の国籍を有するもの
・日本国内の大学院に入学するため、海外から出願する私費外国人留学生
・美術史を専攻

他の奨学金との
併給可否 併給可 募集時期 春採用： １月頃

秋採用： ６月頃
2025年度　実績 募集人数　上限なし（採用は ５名） 採用人数　 ０名

・（公財）安田奨学財団（スポーツ枠）
奨学金額（円） 月額：100,000 支給期間 最短修業年限内

応募資格 ・大学公認の運動部所属
　（学部 １年次、 ２年次、 ３年次）

他の奨学金との
併給可否

不可
（（独）日本学生支援機構の奨学金は除く） 募集時期 ２月頃

2025年度　実績 募集人数　 ３名 採用人数　 ０名

③学
がく
外
がい
奨
しょ
学
うが
金
くきん
（公
こう
募
ぼ
によるもの）

・（公財）大林財団

奨学金額（円） 月額：200,000 支給期間
最短修業年限内
学部 １年次：最長 ４年間
学部 ２年次：最長 ３年間

応募資格

・日本以外の国籍を有するもの
・奨学金支給年 ４月 １日現在において、学部 １年次又は ２年次であり、22歳以下であるもの
・就業経験のないもの（アルバイト除く）
・都市に関連ある分野の実務、実業又は学術研究に将来従事しようとするもの（学部・専攻は問わない）

他の奨学金との
併給可否

原則併給不可
（JASSO、学内奨学金は可） 募集時期 12月頃（奨学金支給前年度）

４月頃（奨学金支給年度）
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奨学金

・ウエスタンユニオン財団
奨学金額（円） 10,000USD 支給期間 １年

応募資格

・国際学生であるもの（学んでいる国の市民でも永住者でもない学生）
・該当年度に学部 ３年次もしくは ４年次であるもの
・学士課程（学部）の正規学生として在籍しているもの
※手続きはすべて英語

他の奨学金との
併給可否 ─ 募集時期 ５月頃

2025年度　実績 募集人数　 ５名 採用人数　 ０名

・（一社）兵庫県台湾同郷会
奨学金額（円） 年額：120,000 支給期間 １年間
応募資格 ・大学・大学院に在籍する台湾出身の学生（国籍を問わない）

他の奨学金との
併給可否 ─ 募集時期 ７月頃

・（公財）佐藤陽国際奨学財団

奨学金額（円） 学　部　月額：180,000
大学院　月額：200,000 支給期間 ２年間

応募資格

・ASEAN（東南アジア諸国連合）加盟国・南西アジア諸国、東ティモール
・春
　学部（編入生）・博士前期（新 １年次）・博士後期（新 １年次）
　秋
　学部生（応募時に ２年次以上の者及び編入が確定している者）
　大学院生（大学院に在籍している者及び入学が決定している者）
　（受給開始後の課程修業期間が １年以上であること）

他の奨学金との
併給可否

併給不可
（貸与奨学金は除く） 募集時期 秋募集： ７月頃

春募集：11月頃

・（公財）日本台湾交流協会

奨学金額（円）

博士前期・専門職：144,000/月
博士後期：145,000/月
基本月額に加え、特定の地域で修学・研究す
るものに対して月額2,000円又は3,000円支給

支給期間 最短修業年限内

応募資格 ・台湾
・博士前期課程、専門職学位課程、博士後期課程　35歳未満

他の奨学金との
併給可否

併給可
※�ただし JASSO・JSPS・JST・JICA・JF の
奨学金は併給不可

募集時期 ８月頃

・（公財）ライト工業みらい奨学基金
奨学金額（円） 月額：70,000 支給期間 最短修業年限

応募資格

・ベトナム
・大学院
・博士前期課程に進学予定の学部 ４年次
・理工系分野
・財団が指定する大学出身者

他の奨学金との
併給可否

JASSO・自治体からの奨学金・進学後の学
内奨学金は併給可
民間奨学金（財団や企業や団体）は併給不可

募集時期 ９月頃
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・（公財）似鳥国際奨学財団

奨学金額（円） 月額：50,000
【優秀者】月額 １ ~ ３ 万円追加支給 支給期間 １年間

応募資格

・日本以外の国籍を有する者
・学部生は24歳以下、大学院生は26歳以下
・日本語による意思伝達が可能な者（日本語能力検定N ３以上を目安とする）
・入学から現在までの成績がGPA2.5以上（4.0点満点）

他の奨学金との
併給可否

給付型奨学金併給不可　貸与型奨学金併給可
一部の学内奨学金併給可 募集時期 上期：10月頃

下期： ３月頃

・公益信託　久保田豊基金

奨学金額（円） 月額：150,000円以下 支給期間 １年
（ ２年目も審査に合格すれば １年延長可）

応募資格

・�一人当たりGDPが年間7,000米ドル未満である開発途上国の国籍を有し、2026年 ４ 月 １ 日時点で日本
国内に在住する者
・�開発途上国の開発のための特定のテーマの技術（特に土木、建築、電気、機械、農業、環境、開発経
済等を優先します）を研究または研修の対象としている者
・�学生として在籍する教育機関、あるいは研究者／研修生として所属する団体に推薦者がいる者

他の奨学金との
併給可否 併給可 募集時期 12月頃

2025年度　実績 募集人数　 ２名 採用人数　未確定

・（公財）岩谷直治記念財団　岩谷国際留学生奨学助成
奨学金額（円） 月額：150,000 支給期間 最長 ２年間

応募資格

・�中国・韓国・モンゴル・台湾・カンボジア・インドネシア・ラオス・マレーシア・ミャンマー・�
フィリピン・シンガポール・タイ・ベトナム
・博士課程前期課程30歳未満
　博士課程後期課程35歳未満
・自然科学系及び関連する学際分野（工学、理学および農学の全般）

他の奨学金との
併給可否

併給不可
（学内奨学金月額10万円未満は併給可） 募集時期 12月頃

・（一財）アジア国際交流奨学財団　川口静記念奨学金

奨学金額（円）
学　　部　月額：60,000
博士前期　月額：60,000
博士後期　月額：70,000

支給期間 １年間

応募資格

・アジア諸国
・学部　30歳未満（※応募時の年齢）
　大学院生　35歳未満（※応募時の年齢）
・TOPJ 上級 Cレベル以上（JLPT・EJU不可）

他の奨学金との
併給可否 併給不可 募集時期 １月頃

・（公財）大塚敏美育英奨学財団

奨学金額（円） 200万/年、150万/年もしくは100万/年
（財団選考委員会による評価に応じて決定） 支給期間 １年間

ただし継続申請を認める

応募資格
・日本以外の国籍を有するもの
・支給年度の ４月 １日時点で満38歳以下
・医学・薬学・生物学・栄養学・体育学・工学および経営学

他の奨学金との
併給可否

併給可
ただし、併給の場合は50万円/年 募集時期 ３月頃




